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横浜市内沖積層産のニホンジカ下顎骨化石について

山口 佳秀・松島義章

Fossil Mandible of D巴erfrom the Alluvial Deposits in Yokohama City 

Yoshihide y AMAGUCHI and Yoshiaki MATSUSHIMA 

1984年10月10日，横浜港！こ近い横浜市中区太田町6

丁目のカネオカヒソレ建設に伴i＇， 深度約39m地点の砂

傑層から，保存のよいニホンジカ Cervusni仲on

TEMMINCKの右下顎骨化石が産出した。 また， 同地

点の沖積層からは多数の貝化石も得られた。これらの

資料は，横浜港の南西側に広がる大岡川低地の沖積層

を解明するー資料として貴重であることからあわせて

記録しておく。

図1 化石産出地点

化石産出地点の地質

カネオカヒソレ建設工事に伴う 2本のボーリングとそ

のコア，さらに現地調査から化石産出地点の地質につ

いて簡単に述へる。

シカの下顎骨化石と貝化石を含む本地点のいわゆる

沖積層は，約42mの厚さを示す。本層は層相から上部

の砂際層，中部のシノレトないし泥質シノレト層，下部の

泥炭 J~i ， 最下部の砂際層に大別できる。 その基盤は固

結度の高い砂岩で，横浜港周辺の台地に露出する上総

層群と考えられる。

沖積層の各層の特徴は次のようである。

上自nlの妙、1深層は層厚約13mで， Cobble大の円傑を主

体に所々に粗lr少ないし泥の薄層をレンズ状に挟む。機

種は緑色凝灰岩，硬砂岩，粘板岩，閃緑岩である。本

層中にはマガキ，タマキビ，オオヘピガイなど岩礁底

性貝類が多く含まれる。特に地表から－4.0～－4.5m

の層準で著しい。本層の下自llJ習準より円磨された古墳

時代の五鎖式土器が得られた。この土器の産出からみ

て本｝習のlit'f.長は古墳時代以後のものといえよう。近接

する中区海岸通りの上部砂磯層より得られた貝化石の

1560土9Ql4c年代（松島 ・1973〕からもその可能性が
5郎、。本周から得られた貝化石については次章で述べ

る。

中部のシノレ トないし泥質シノレト層は22～23mと厚

い。全体に軟弱て、暗青灰色を呈し，貝殻をよく合む。

若干の腐縞物もみられるが下位の層準ほど多L、。コア

から確認された貝化石の種頒は， 17.40～ 17. 45m 

のシノレトではイ ヨスダレ， シズクガイ ， -22.15～－ 

22. 45mの泥質シノレ トではシズクガイ，チヨノハナガ

イ，一32.00～ー35.45mの砂質シノレトではヒメシラト

リ，ムシロガイである。これら確認された本層中の貝
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類の生態的特徴は，下位層準のヒメシラトリとムシロ

ガイ以外，すべて内湾の潮下帯泥底！こ生息する強内湾

性種で占められている。

下部の泥炭庖は黒灰色の泥炭からなり厚さ約l～1.7

mを示す。その下の最下部の砂磯層は，上自！）の1山深層

と同様に Cobble大の円礁からなり，厚さ約3m前後

である。

本層中には 若干の 貝類（オオへビガイ ， イタヤガ

イ，図版2-5b，図版3-1〕化石のほかにニホン

ジカ下顎骨化石が含まれていた。オオへピガイ ，イタ

ヤガイの岩礁｜生貝類を含む本層は海成庖と考えられ，

この海成砂l派層中よ り陸上動物のシカの化石が店主出し

ている。したがって，このシカの化石は陸上かのら流

れ込みにより耳l：積したものといえよう。

以上，木地点のいわゆる沖積層の形成年代を周相か

ら大胆に推定すると，最下部の砂礁層と下部の泥炭層

は更新世最末期lの海成層とそれを覆う汽水性ないし沼

沢地の椛積物であろう。中部のシノレ ト庖，上部のi沙礁

層は完新世の海成層となり，大岡川低地：こ峨積する桜

木町層である。本周は東京の下町に広く分布する有楽

町層に対比される。また，桜木町庖直下の泥炭層と砂

機層は有楽町居の下位にみられる更新世最末期の七号

地層 （青木 ・柴崎， 1966）に対比される可能性が強

い。なお，本！習の詳しい年代については，現在，泥炭

の14c年代測定を依頼中である。

上部砂際層の員化石について

Cobble大の円傑を主体とする上部砂際居中には比

較的保存のよい貝化石が含まれている。今回のヒソレ工

事では地表から 5mまで掘り下げられて出現した露頭

に貝化石がかなり よく含まれていた。特に－4.0～

4.5の層準には厚さ10:m前後でふマガキを主体とする貝

殻層が扶在していた。 この貝化石層から得られた貝類

は巻貝13種， 二枚貝12種の計25種である（表1）。

化石層の特徴種は礁に付着したマガキのほかにコシ

ダカガンガラ，スガイ ，オオヘピガイ，イシダタミガ

イ，タマキビガイ，ムギガイ ， イガイ ， ウチムラサ

キ，クチノ〈ガイなど岩礁ないし岩礁底に生息する種が

多い。 ハマグリ ，アサリ ，カガミガイ ， ヒメシラト

リ，イボキサゴなどの内湾の砂底lこ生息する極もみら

れるが，それらは前者と比べるとそれほど多くない。

したがって，本層の貝類は上部砂礁尼lが的被していた

時Jここの場所で生息していたものが主体となっている

ことを示す。

本地点から約lOOm東側の神奈川県立博物館におい

ても，上部J沙機庖からマガキを主体にオオノガイなど

からなる貝化石が産／）jして いる 〔松島，1969）。 それ

らはその産出層準からみて，ほぼ同年代に生息してい

た貝類であるといえよう。このような種構成からなる

岩礁性貝類は現在の横浜港付近では全くみられず，＊

京湾でも湾口部にあたる横須賀市観音崎から久里浜，

さらに三浦海岸付近で生息している。上部の砂1深層の

堆積当時の海況をこの貝化石から推定すると，現在よ

り相当に外洋水の影響を強く受ける環境にあったこと

を示唆する。

本層の形成年代については，この貝化石によるHc 
年代測定を依願中であるが，間接均な資料として前述

のように， 本1雪の下官i)J雷準－4.5m付近の機居中から

古墳時代前期の五領式土器片（図版4 8〕がみつか

った。この土器の年代から推定すると， 上高i)l沙礁周は

約1500年前以降に形成されたと考えられるが， 詳しい

報告は14c年代測定が得られてから論じたい。

シカ化石の記載

ニホンジカ Ceiψ川 町ψ戸onT.cMMINCK 〔図版 1)

産地；横浜市中区太田町6丁目79 カネオカヒソレ

東径139°38’28ヘ北＊i¥¥35°26'45＂， 海抜 34～－35m
最下部i山深層

採集年月日 ； 1934>1~ 10月 10 日

採集者：星野正夫

標本番号， KPMG-63 2 7 

この標本は，横浜市中区太田町6丁目，カネオカビ

ノレ建設に伴い，ベノト工法による基礎工事の際に地表

から 38～ 39m地点 （海抜 34～ 35m）の砂l僚と

一緒に掘り出されたもので，同現場にて作業中の星野

正夫氏が採集した。

下顎骨体は， l三｜幽〔第 1前臼歯Pm1～第3臼歯MJ)

を残植しており，これらの臼歯を保存するかのように

その部分だけの骨質部が残存している。下顎骨体高は

M Iて＇34.Smm，下§'fi骨体厚は15.0"1皿である。

各臼歯のu交粍状態は， 舌側から頬側にかけて桜微に

傾き，日交耗度合は強い。歯冠上面のI攻合部はし、たって

平滑にH交耗されているが，特に第 1臼歯は歯冠4安部近

くまで磨粍が及び，舌側後縁と頬側前縁は歯根上部に

まで磨耗が達し，口火合商は皿状にくぼんでいる。

各臼歯の歯冠長，l者冠幅，歯冠高は次の通りである。

歯冠長 f弱冠幅歯冠高（好1側〕m

第1前臼歯 7. 0 11目2 7.5 
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第 2rw・臼幽 7.0 13.0 6.5 

第 3 // 10. 0 15. 8 6. 5 

第 1臼歯 10. 0 17. 2 0. 0 

第 2 // 10. 5 19. 0 7. 2 

第 3 // 11. 0 24. 0 12. 0 

これらの所見から， 1982年8月2日，丹沢山塊中津

川上流で捕獲されたニホンジカ（体長 1700rnm，肩高

1040剛の却，推定年齢4～5歳の成獣で丹沢産の個体

のうちでも大型のもの）の右下顎骨（下顎長235rnm,

下顎宵体高（Mr)32.0rnm，下顎骨休厚14.4rnm，臼歯列

長92.Srnm）と比I絞してみると，化石極は現生のシカよ

りもはるかに大き く，臼歯の磨耗度合から10歳以上の

老獣であったと推定される。

辞謝 本稿をまとめるにあたり，化石標本を採集さ

れ御提供下さったカネオカヒソレ作業所 星野正夫氏，

ボーリング資料並びに貝化石採集に際して御協力いた

だL、た熊谷組横浜支店カネオカヒソレ作業所 芝田吉之

所長代理をはじめ作業所の方々に深く感謝の意を表す

る。当館川口徳治朗主任学芸員には l部砂1深層から出

土した土探について御教示いただいた。
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（神奈川県立博物館〉

図版1 下部砂礁層から産出したシカ右下顎骨化石．1 a，匁！｛fti]Xl,1 b：歯冠 ｜二面×1, 1 c：舌側×1.
2：比較標本 ：1982年8月2日，丹沢山塊中津川上流で捕獲されたシカ却の右下顎骨 体長1700rnm,
肩高1040rnm，下顎長235rnm，下顎骨体高（Mi)32. ornm，下顎骨体厚（Mi〕14.4rnm，臼歯列長92.Srnm x 
o. 6. 

図版2 横浜市中区太田町の上f:flli刷機庖の貝化石と下自Ill沙i深層
1.イシダタミガイ Monodontalabia confusa×2 2a, 2b：コシダカガンガラ Omplialiusrustzca 
X2. 5. 3：イ ボキサコ Umbonium 〔Suchium)monilifeγum x 2. 4a, 4b：ホソヤツメ タガイ
Neve門：ta(Glossaulax) hosoyai x 1. 7. 5a：オオヘビガイ Seゆulorbis( Clado戸oma)imb円catus×
o. 9. 5b；オオヘヒガイ 下部砂｛深層×o.9. 6：ムシロガイ Niotha livescens x 4 7：ムギガイ
Mitrella bicincta×4 8：ウミニナ Batilla叩zmultifo抑制sx2.7. 9：アラムシロ Hiniafestiva 
×4 10：アカニン Raρanathomsiana下部砂1深層×o.7. 11：タマキビガイ Littorinabrevicula 
x 4 

図版3 1：イタヤガイ Pecten(Notovola) albicans 下部砂際｝~ X l . 2a：機に付着したマガキ x1 
2b：マガキ Crassostreagigas x 1 3：ナミマガシワ Anomia chinensis x 2 4：イタボガキ
Ostγea dens elamellosa x 1 5，マガキに付着したシロスジフジツボ Ba/anusamphit門＇tealbicos-
!us×4. 5. 

図版4 1：ハマグリ Merotrixluso円。x1. 2：カガミガイ Phacosomajaponica x 1. 2. 3：アサリ Taρes
(Amygdala）ρhitψ戸inarumx 1. 5. 4a, 4b.サビシラトリガイ（両殻） Macoma conlabalata x 1. 3. 
5a, 5b：ヒメシラトリ ガイ〔阿殻） M. incongura x 2 6 ; 7 クチベニデガイ A削socorbulaven-
usta x 2. 7・オオノガイ Mya(Areenomya) arenaria oouogai x 1 8：五領式土器×o.8. 
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表 1 #Ii 浜市 内 沖 積層 の貝 類化 石表

種 名 l山卜oc.2 I t;c. 3 I Loe. 4 I黒田波部川山W
新庁舎共済会館博物館カピネオノカレ生息地の深度l｜ 生息地の底質

GASTROPODA 

Collisella hero/di (DUNKER) コガモガイ r NO 岩礁

C. sp. r 

Monodo目taabio confusa TAPPARONE-CONEFRI イシダタミ ガイ c NO 岩礁底

Omρhalius rusticus GMELIN コシダカカンガラ c NO 岩礁

Umbonium (Suchium〕mo加 ；liferum(LAMARCK）イボキホゴ Nl 妙、底

Lune/la coronata (GMELIN) スガイ c NO 岩礁

Littorina brevicula (PHILIPPI) タマキビガイ c NO 岩礁、

Hom.alaρoma amussitatum〔GOULD) エゾサンショウガイ r Nl 岩礁底

Stenotis cariniferus (A. AoAMs〕 モロハタマキビガイ r N 1 海藻の上，岩礁

Serpulorbis ( Cladopoda〕imbricatus(DuN1rnR〕 オオヘピガイ c c NO 岩礁（固着〕

Batilla円。 multifonnis(L1scHKE〕 ウミニナ r r a NO 内湾，礁底泥底

Australaba戸icta(A. ADAMS〕 シマハマツボ v a r Nl 海藻の上

Proclava lwchi (Pn1LJPP1) カニモリガイ N 1 細l1少泥底

Cerithi川町 kobeltiDUNKER コオロギガイ NO 岩礁、

Neve円：ta(Glossaulax) didyma (Roo1NG) ツメタガイ r r Nl 内湾，籾l砂底

N. (G.) hosoyai KrnA ホソヤツメタガイ r Nl 1沙泥底

Rapana thomasiana CROSSE アカニシ Nl 内湾，泥砂！際底

Thais bronni (DUNKEH〕 レイ シガイ r NO 岩礁

Mitre/la bicincta (GOULD) ムギガイ c Nl 岩砂磯底

Niotha livescens (PHILIPPI) ムシロガイ r r NO～1 砂際底

Hinia festiva (Powys〕 アラムシロガイ r r NO 内湾，砂際底

Nassai ius sp. 1 r 

N. sp. 2 r 

Ri抗1gic叫la(Ringiculi耳α〕doliαγisGouしD マメウラシマガイ r N 1～3 内湾，砂泥底

Decorifer insignis (PrLSBRY) コメツブガイ r NO 細砂泥底

D. matusimana (NOMURA) マツシマコメツプガイ NO～1 内湾，細砂泥底

PELECYPODA 

実ε：〉 Scapharca broughtonii (SornNEcK) アカガイト」
r Nl～2 内湾，泥底



(J:> 

"" 
S. subcrenata (L1scHKE〕

Chlamys nipρonensis KURODA 

Pecten (Notovola) albicans (ScHHOT’Im〕

Anomia chinensis PmLtPPT 

Crassostγea gigas (THUNBEHG) 

Ostrea denselamellosa L iscH 1＜日

Pillucinaρisidium (DUNKER〕

Saxidomusρurpuratus〔SOWERBY)

Meretrix lusoria (RooING) 

Dosinella penicillata (REEV!l) 

Phacosomo jaρonica (REEVE) 

サノレポウ

アズマニシキガイ

イタヤガイ

ナミマガシワ

マガキ

イタボガキ

ウメノハナガイ

ウチムラサキガイ

ハマグリ

ウラカガミガイ

カガミガイ

Veremolpa micra (P JLSBH y) ヒメカ ノコアサリ

Taρes (Amygdala）ρhitψ＇Pinarum (A. ADAMS et. REEUE) アサリ
CaeceUαchinensis (DESHA YES) クチノtガイ

Mactra sulcataria R;;;;vJ<: 

M. veneriformis REEVE 

Macoma tokyoensis MAKTYAMA 

M. ii仰向grua(v. MARTENS) 

M. contabulata〔DESHAYES〕

M. (Rexithaerus〕sectiorQy AM A 

M. sp. 

Fabulica cf nitidula (DuNc1m〕

Tel/inαsp. 

Solen strictus GouLo 

Hiatella flaccida (GouLo) 

バカガイ

シオフキガイ

ゴイサギガイ

ヒメンラトリガイ

サビシ ラ トリガイ

サギガイ

サクラガイ

マテガイ

キヌマトイガイ

Anisocorbula venusta (GouLo〕 クチベニデガイ

Mya (Areenomya〕arenariaoonogai (MAKIY AMA) オオノガイ
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産 出頻度； va:very abundant〔21～ ）; a: abundant (11～20) , c: common ( 5～10) ; r: rare〔1～4)

生息地の深度； NO:tidal zone , Nl: euneritic zone, N2; mesoneritic zone, N3: subneritic zone 

産 地， Loe.1 総浜TIT<ll区北仲通 1の 1 神奈川県庁新庁舎

Loe. 2 横浜市中区北仲通3の33 神奈川県中小企業会館新館

Loe. 3 横浜市中区南仲通5の60 神奈川県立｜専物館新館
Loe. 4 横浜市中区太｜到:ur6の79 カネオカヒソレ
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